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 イチゴは経済的価値が高く，また栄養素が豊富で，特に人体への薬効が高いため

に注目されている果物である．そのため，イチゴは世界的に広く生産されているが，栄

養成長および生殖成長は気候の影響を強く受けることから，その生産は地理的な要因に

よって制限されている．現在，地球規模の気候変動により干ばつや洪水，台風などの災

害が度々生じることから，農業環境は常に変動し，不安定である．植物工場は自然条件

からは完全に独立し精密に管理された環境をつくりだせる高度な栽培システムである．

植物工場を用いた作物生産は地理的な制限を伴わないため，あらゆる土地において適用

可能かつ持続可能な技術である．本研究では，熱帯および亜熱帯地域におけるイチゴ生

産への植物工場の適用を目的として，光合成反応，成長特性および果実への糖蓄積に基

づき最適な栽培環境の評価および決定を行った．  

 まず，イチゴに用いられる 2 通りの光合成測定法（単葉および全個体）の比較を

行った．加えて，異なる光強度（200，1000 mol m-2 s-1）および CO2濃度（400，1000 

mol mol-1）下での光合成の日変化パターンも調査した（第 2 章）．光合成測定値は低

光強度および低 CO2 条件下でのみ方法間で有意差が確認されたが，この差には主に測

定対象となる葉の枚数や葉位による光強度の違いが関与していると考えられた．日中の

光合成は低光強度および低 CO2 条件下において低い値で安定していたのに対し，高光

強度および高 CO2条件下では高い値から徐々に減少する様子が観察された． 

 次に，太陽光を利用した閉鎖型植物工場において，光環境の違いが光合成応答お

よび生殖能力に与える影響について調査するため，太陽光のみまたは 10% 太陽光 + 蛍

光灯の 2 つの条件下でイチゴの栽培を行った（第 3 章）．日長に伴い変化する光強度は

光合成能の低下または維持に働く要因であると考えられた．加えて，太陽光利用型植物

工場下においてもイチゴは花芽や果実の形成など正常な生殖能力を維持することがわ

かった． 

 栽培養液中のリン濃度（2，6，12 mM）および光源（紫色 LED光，白色 LED光，

白色蛍光灯）の違いが生殖成長および果実の糖蓄積に与える影響について調査した（第

4 章）．リンは主に純同化率に影響を与え，イチゴの生殖成長期の相対成長速度が大き

くばらつく要因となった．光源は生殖期における栄養成長のみを促進した．また，6 mM

リンと白色LED光の組み合わせにより生殖期の相対成長速度およびSPS活性が促進さ

れた結果、果実収量と糖度が増加したと考えられた． 

 結論として，太陽光利用型植物工場はイチゴ生産に利用可能であるが、補光の実

施が必要だと考えられた。また、光質やリン濃度などの環境要因を最適化することで，

植物工場で栽培されたイチゴの成育および果実の糖蓄積を向上できることが本研究か

ら明らかになった． 

 


